
ギャーッ 

 

 

 １歳２歳の頃、子どもは本当によく泣きます。それも、静かに泣くのではなくて、いきな

り「ギャーッ」と泣くので、びっくりします。何がおこったのだろう？と思ってみると、仮

面ライダーのおもちゃが倒れてしまっただけだったり、ズボンの片足に両方の足を入れて、

うまくはけなかっただけだったり・・・・ 

 はじめは、「どうしたの？」と駆け寄って対応していた周囲も、だんだんわかってきて、

「あーあ、どうしてこんなことで大げさな泣き方をするんだろう」と、嫌になり、「この子

って少し情緒的に問題なんじゃないかしら」と悩んだりしがちです。そして、うるさいので、

早く静かにさせたいと思ってさっさとその場を大人が納めてしまいがちですね。 

 

 でも、子どもにとっては、仮面ライダーが倒れるのはあってはいけないこと。だって今こ

こに雄々しく立って、悪者をやっつけるはずだったんだ。ズボンがはけないなんて、園では

うまくはけたのに、どうなったんだ！？と、たくさんの思いがあるのです。だから、思いの

強い子、豊かな子ほど、「ギャーッ」となるのだと思ったほうがいいのだと思います。 

 でも、毎日毎回も「ぎゃーぎゃー」泣き叫ばれると嫌になりますよね。まして、帰宅後は

食事の支度やお風呂、いろいろ忙しいのに、そんな時ほど泣き声も大きくなりがち。 

 そして、優しいお父さんお母さんだからこそ、すぐに駆け寄って聞いてあげなければ、と

思うのです。だからギャーッと泣く子のお母さん、お父さんは、実はみんなとってもいい人

なのです。でも内心、ちょっぴりうんざりして、「いい加減にしてよね」と思っていたりし

ます。 

 

 こんな時どうしたらよいでしょう？ 

 泣き声が聞こえても、怪我や危険などの心配がない時は、一呼吸おいて、努めて穏やかな、

ゆっくりした声で「どうしたのかな？」と声をかけ、しばらく見守りましょう。それだけで、

自分でもう一度、仮面ライダーを立たせてみようと思える子が出てきます。自分でできたら、

「自分でがんばれたね。」と、認めてあげることが出来ます。もし、まだどうしても、泣き

叫んで聞く耳持たずの感じでしたら、「わかったよ。立たせてほしかったんやね。どこに立

たせるの？」と、主体が子どもであることを意識させて、あくまでお母さんはお手伝い、の

立場で声掛けをします。言葉が十分出ている子なら、優しく「倒れてしまって嫌やったんや

ね。こんな時は、立たせてちょうだい、やね」と声掛けしながら手伝います。ギャーッと、

聞こえてから少し考える時間を子どもに与えるだけで、子どもの別の面が見えてくること

が多いものです。 

 



 子どもが困っている時に、さっさと大人が対応して、仮面ライダーを立たせてしまっては、

子どもの問題を大人が肩代わりしてあげることになり、いつまでたっても、小さな問題で

「ギャーッ」と泣いて解決してもらう子になってしまわないでしょうか？しかも、子どもは

賢いですから、大きな泣き声ほど効果的であることがよくわかっていて、ちっとも静かにな

りません。小さい時は、仮面ライダーを立たせるだけでよくても、学年が進むにつれて、「あ

れができない、これがいやだ」と、自分の問題を人に解決してもらうのが当たり前となって

しまっては大変です。 

 このように、日常生活の中で小さな「一呼吸」を大人の習慣にしていくことで、考える子、

自分でやってみようと思える子が育っていくのだと思います。 

 しつけで大切なことは「小さな我慢＝待たせること」を日常生活の中に取り入れていくこ

とだと思いますが、子どもに小さな我慢（“いただきます”のご挨拶をみんなそろってする

まで食べるのを待つこと、誕生日まで、欲しいおもちゃを待つことなど）をさせていくこと

と同時に、私達大人も、子どもの癇癪には「小さな一呼吸」で、自分を育て、子どもを育て

ていきたいものです。 
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日々子育てと仕事に忙しい皆さんに、「独楽吟」（橘曙覧）より、プレゼントです。 

 

 たのしみは妻子むつまじくうちつどひ 頭ならべて 物を食ふ時 

 

 たのしみはまれに魚烹て児等皆が うましうましといひて食ふ時 

 

 

橘曙覧（たちばなのあけみ） 

福井に生きた幕末の歌人 

身近な幸せこそ本当の幸せなんだと「独楽吟」は語りかけています。「独楽吟」は、たのし

みは～のとき」の形で読まれた５２首の短歌でできており、貧しいながらも心豊かに暮らし

ていた曙覧の、さまざまな楽しみが詠み込まれています。 


